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高齢者施設の特徴

・医療施設ではないが、感染症に対する抵抗力が

弱くなっている高齢者が、集団で生活している

場である

・在宅よりも感染症が拡大しやすい状況にある



感染症に対する対策の３本柱

① 感染源の排除

② 感染経路の遮断

③ ヒトの抵抗力の向上

標準予防策の徹底が重要になる



標準予防策とは？

全ての患者に対して、

標準的に行う感染予防対策である

目的…血液やその他の体液への接触を最小限にすること

血液、汗を除く体液、粘液、損傷した皮膚を感染の可能性

があるものとして防護すること

手洗いと、個人防護具装着の５つの対策がある



感染予防のターゲット

標準予防策が重要



何をどうすればいいの？

①とにかく手指衛生

②適切な個人防護具

③定期的な清掃

① ② ③



①流水と石鹸による手洗い

②擦式アルコール製剤の使用

目に見える汚染には 汚染が見えない場合は

10-20秒20-30秒

手指衛生の種類







入所者の手指の清潔

入所者間での感染拡大予防のために、

食事の前後、排泄行為の後を中心に、

出来る限り、液体石鹸を流水による

日常的な手洗い習慣が継続できるよう

支援する



手洗いの５つのタイミング



個人防護具の種類

• 手袋
• 袖付ガウン・ビニールエプロン
• マスク
• 目の防御（ゴーグル・フェイスシールド）

• 医療従事者を感染から守るための道具
• 患者に感染を広げないための道具

血液、体液、分泌物、排泄物に

直接触れないよう、選択して使用する

個人防護具（PPE）



個人防護具の着脱方法



経路別予防策



微生物が口や鼻、皮膚、気道などから出て、

何らかの方法で感染する経路のこと

① 接触感染

② 飛沫感染

③ 空気感染

経路別予防策とは



5μm以下の粒子が空気中を浮遊し伝播空気感染

飛沫感染

接触感染

感染のもとを
もっている人 感染を受ける

（受けやすい）人

咳やくしゃみで、5μm以上の飛沫粒子に付着した病原体で伝播

器具・人・環境から伝播



標準予防策

標準予防策の10項目

感染症別の感染対策

新型コロナウイ
ルス感染症

手袋
エプロン
手指衛生

マスク
手指衛生

N95マスク
手指衛生



新型コロナウイルス感染症



新型コロナウイルスの感染経路①

飛沫感染：飛び散った飛沫による感染

感染者の咳やくしゃみの中に含まれ

るウイルスが目・口・鼻・のどの粘膜

につくことで感染



新型コロナウイルスの感染経路②

接触感染：分泌物への接触からの感染

ドアノブや手すりなどを介してウイル

スのついた手で目・口・鼻に触れる

ことで感染



ご施設でクラスターを
起こさないために

•日頃から利用者・職員の体調チェック

•外出時、人と接触する時はマスク装着

•発熱、咳を見逃さない

•こまめな手指衛生と環境清掃

•施設内に持ち込まないことを徹底する


